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北から南から ～支部だより～

３月というこの時期、教員の世界では、１年の一区切りがつ

く。しかし、次年度の人事が気になり、ホッと休まることがない。

校内人事はもちろん大きな話題だが、異動の方は生活自体

が変わることになり、教員人生で数回の、さらに大きな区切りと

なる。

H23年度は組合の運動により、希望市町のグループ化が

阻止されたが、H24年度の異動希望カードは、希望市町欄が

５つとなっていた。しかも、「必ず５つ書くこと」と注意書きがあ

った。今回、私は希望市町を３つ書いた。カードを渡された

時、校長からは「５つ書いてください」と言われたが、「５つも希

望はありませんから」と言うと、それ以上何も言われなかった。

知教労と教育事務所との確認で５つ書く必要はないと知って

いるのでできたことだ。しかし、真面目な教員の多くは、「必

ず」と書かれていれば書かないワケにはいかないのではない

だろうか。私の知っている限りでは、みんな５つ書いている。ど

こに決まったのか、希望の中でもよりよい所に決まったのか、

結果は定かではないが。

私の異動先は、左から欄を読むという希望

でいうところの３番目となった。校長には事前

に、できれば市外へ異動したいことを告げた

が、できなかった。３番目に書いた所なので

仕方がないが、かなりショックを受けた。希望

を聞いてもらえなかったことを職場の同僚に話すと、異動する

にあたりなぜ「手」を回さなかったのかと言われた。異動するに

あたっては、いろいろな「手」を使うことがあるらしい。

もしそんな「手」があったとしても、それを使える人だけが得

をする人事はおかしいはず。全ての人が「希望と納得の人事」

を実現できるよう、しっかり表社会で胸を張っての活動ができ

る組合員として頑張る決意を固めた。 （Ｉ）
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史
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、
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、

叙
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が
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を
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る
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は
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が
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を
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る
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、
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を

、
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…
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データで見る教員の実態 第36回 知ってるつもり・Ｑ＆Ａ

通級指導教室って？通級指導教室って？通級指導教室って？通級指導教室って？

宝探しで多くの

ことを学ぶ

１枚の宝の地図をたよりに宝を探

す。子どもたちは心をわくわくさせて

必死で探そうとします。知的好奇心

をくすぐるからです。1年間の学習が

終わりを迎えた３月、校内で宝探し

を行いました。

宝探しをしながら、子どもたちは、

今までの経験と知識と、そして、それ

らを統合して活用する力をフルに発

揮しなければなりません。

平面としての記憶、立面としての

記憶、ヒントをたよりに、隠された暗

号を探します。

本のある部屋（図書室）と同じ字

（図）で始まる部屋をさがす。「と」で

考えていては「図工室」は見つかりま

せん。

暗号を見つけ出したら解かねばな

りません。「『」「』」に気付けば並べ替

えは、簡単になります。

宝の地図は、グループに１枚です。協力して探さなければ、宝にたどり着くことはできません。この１年間の学級経営が試されます。リーダーの資

質が試されることになります。

今までの経験、学習で獲得した知識、いろいろなものを統合させて考えていく力、協力して作業していく気持ちとそれを支える人間関係、グルー

プをまとめ上げ方向性をつけるリーダーシップなど一つでもかけると宝にたどり着けません。こういったものの総体が「生きて働く力」＝「学力」の一つ

であると思います。結果はやはりクレバーなリーダーのいたグループが一番早く見つけました。

少しばかりうるさくなるので、根回しは必要ですが、問題を考える教師もクレバーになります。にやにやしながらどのグループがクリアするか待って

いるのは楽しいですよ。

Ｑ 私の勤務校には、特別支援学級が設置されていますが、新

たに通級指導教室が開設されるという話がありました。通級指

導教室と特別支援学級はどのように区別されるのですか。ま

た、通級指導教室には他校の児童も通ってくるのでしょうか。

A 特別支援学級は、知的、聴覚、言語等に障害のある児童生徒

を対象に教育を行い、在籍は特別支援学級にあります。これに

対して、通級指導教室は、言語障害、情緒障害などの障害で、

比較的障害の軽い児童生徒が通常学級に在籍して各教科等の

学習は主に通常の学級で行いつつ、個々の障害の状態に応じ

た指導（「自立活動」及び「各教科の補充指導」）を特別の指導

の場で行う教育形態です。具体的には

・情緒の安定を図るための心理的不適応の改善

・相互性のあるコミュニケーション能力の向上

・運動機能の協応性や巧緻性の困難の改善

・生活のリズムや基本的な生活習慣の形成

などに取り組みます。

平成5年度から制度化され、この形態で学習し

ている児童生徒は年々増加しています。学級ではないため「通

級指導教室」とよび、そこの指導にあたる先生も「担当」と呼ぶの

が一般的です。

すべての学校に設置されているわけではありませんので、必

要に応じて他校から通級する児童生徒もいます。

『－1.9％，－3.2％』

今回取り上げた数字は、平成２３年度に調査された文科省

の「地方教育費調査」を元にしたものです。「地方教育費」と

は，「都道府県及び市町村の歳出決算額として計上された経費」

のことです。それによると、教員給与は平成２１年度よりも

平成２２年度の方が 1.9 ％も下がっています。教育活動費につ

いては 3.2 ％も下げられています。市町によって温度差はある

でしょうが，教育に必要な物を買える範囲が狭まっているこ

とが数値で実証された形です。社会教育費はさらに大きく下

げられており，－ 5.1 ％です。また、予算全体の枠で見てみる

と，国と地方の文教費の合計は、総行政費の中で伸び率が－ 4.1
％となっています。

世代交代による減額・給与削減・講師の増加など，この資

料からはどれがどのくらい反映されているのか詳しく読み取

ることはできません。もっと前との比較はどうなるだろうと

考えて、見出しの数字を同じ調査の 10 年前と比較してみると、

人件費の中の教員の給与が 10.8 ％、教育活動費は 19.4 ％も下

げられています。

教育の成果を上げようと思えば、財政的な支援は必要条件

です。今回見出しで取り上げた数値は、耐震予算などとは関

係のないお金です。しかし、耐震工事などを含んだ総額で比

較してみても下がっているということから、行政がいかに教

育を軽視しているのかがにじみ出ている数字ではないでしょ

うか。日本の未来に向って国民を伸ばしていこうという意志

が見えてきません。教員に対する圧力が年を経るごとに増し

てきています。だが、教育再生を言うのならまず，現場に直

結する予算を増額することが必要でしょう。
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